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【プロフィール】昭和47年9月生。●［平成３年］平安高等学校卒業。三菱自動車工業（株）京都製作所入社。
同社サッカー部（現・浦和レッズ傘下チーム）に所属。●［平成８年］同社退職。龍谷大学経営学部入学。
●［平成19年］衆議院議員公設第一秘書。●［平成27年］八幡市議会議員初当選。●［平成31年］京都府議会議員初当選
【現職】●京都府議会 総務・警察常任委員会（副委員長）、府民の安心・安全な暮らしに関する特別委員会。

八幡市在住で妻・長男（大学生）・長女（高校生）・次男（中学生）・次女（小学生）の6人家族。

原油価格・物価高騰から
府民生活や事業活動を守る

地域の活動など

総務・警察常任委員会管外調査

原油価格や物価の高騰が続き、生活や仕事に悪影響を及
ぼす方々に緊急支援を行うために、令和4 年度９月補正
予算案が提出され、議会で可決されました。本紙にて一
部を紹介します。該当する案件がございましたら、ぜひ
申請して下さい。 詳細は京都府ホームページまで。

府立海洋高校の出前高校生議会に出
席。校則、学校予算、北部の課題に
ついて議員の考えや府の取り組みを
説明して意見交換。積極的な生徒の
皆さんの意識の高さに感動しました。

八幡市市制施行 45 周年記念式典が
文化センター大ホールにて挙行。有
功者表彰 5 名、自治功労者表彰 14 名、
篤志者表彰 1 名・2 団体がそれぞれ
受章されました。

京都サンガ F.C. の応援でサンガスタ
ジアムへ。対戦相手はセレッソ大阪。
観客は約 2 万人の超満員で応援にも
熱が入っていました。J1 残留も決定
し、益々の盛り上がりに期待します。

関西電力の災害時電力復旧の訓練を
見学。停電の早期復旧を安全を保ち
ながら確実に素速く行うための作業や
行動に驚きました。インフラの維持管
理のための努力に感謝いたします。

第 50 回八幡市民文化祭・文化協会設
立 20 周年記念コンサート。八幡出身
のピアノ・フルート・クラリネット奏者、
中・高吹奏楽部の生徒、京都フィルハー
モニー室内合奏団と感動の共演。

西陣呼称555年記念事業で西陣織の
過去・現在・未来について西陣織関係
者と西脇知事の意見交換を行う、行
き活きトークが実施。総務・警察常任
委員会副委員長として出席しました。

第 34 回八幡市青少年の主張大会。市
内小・中・高校の代表が主張を発表。
家族のこと、将来の夢、これまでの活
動など、自分以外のことへの感謝が多
く、未来ある若者に希望を感じました。

田島よしみつ公式LINE

伴走支援型経営改善おうえん資金

５月の補正予算で創設した「肥料高騰対策」について、
肥料価格が更に高騰しているため、制度を拡充しました。

春肥料中心の品目を拡充

【補助要件】
化学肥料の対前年削減割合
 30％→20％

【補助期間】
令和４年 11 月まで
→令和５年３月まで

【対象品目】
野菜・花き・水稲・茶

肥料高騰緊急対策
拡充支援事業費

3000
万円

厳しい経営環境にある中小企業者等の経営改善を支援します。

※経営改善に係る計画を作成し、金融機関の継続的な伴走支援を
受けることなどが条件です。

燃油価格高騰の影響を受ける茶生産農家への
緊急支援を拡充しました。

宇治茶生産省エネ推進
緊急対策事業費

２億
6000
万円

原油価格・物価高騰対策
緊急金融支援費

11億
2500
万円

飼料価格高騰の影響を受ける畜産農家への
緊急支援を拡充しました。

輸入飼料価格高騰対策
緊急支援事業費 ２億円

物価高騰により厳しい運営状況にある子ども食堂やこどもの
居場所、児童養護施設等を支援します。（育ち盛りの子どもた
ちが適切な食事をとり、健やかに成長できるよう食材費の高
騰分を支援）

原油価格高騰により厳しい運営状況にある高齢者・障害者
施設等を支援します。（送迎や訪問等のサービス提供の維持
に必要な燃料費の高騰分を支援）

融資期間 10 年以内（必要に応じ５年以内の据置）

融資限度額 6,000 万円

融資利率 年 1.1％

保証料率 年 0.2 ～ 1.15％
→信用保証料の範囲内で支援

こどもの城等
緊急支援事業費

1000
万円

社会福祉施設等
緊急支援事業費

２億
9800
万円

　

京
都
府
議
会
の
総
務
・
警
察
常
任
委
員

会
の
管
外
調
査
を
福
岡
県
で
実
施
。
民
間

活
力
で
地
域
課
題
を
解
決
す
る
「
さ
と
づ

く
り
48
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
学
ぶ
た
め
福

岡
県
宗
像
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
Ｕ
Ｒ
都
市

機
構
の
団
地
70
棟
の
う
ち
10
棟
を
取
り
壊

し
、
土
地
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
公
募

で
選
定
さ
れ
た
西
部
ガ
ス
と
東
邦
レ
オ
の

共
同
体
が
住
宅
64
戸
と
団
地
１
棟
を
活
用

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
確
立
に
成
功
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
八
幡
市
で
も
こ
の
取
組
を
進

め
る
べ
き
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
福
岡
県
警
察
本
部
の
Ｖ
Ｒ
技

術
を
活
用
し
た
事
件
事
故
調
査
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
し
た
。
事
件
事
故
の
現
場
鑑

識
は
相
当
な
時
間
と
写
真
の
枚
数
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
Ｖ
Ｒ
機
器
を
活
用
す
れ

ば
立
体
的
に
現
場
を
記
録
で
き
る
の
で
、

鑑
識
に
か
か
る
時
間
が
短
縮
。
最
大
８
ミ

リ
の
誤
差
が
あ
り
ま
す
が
、
捜
査
に
影
響

は
な
い
と
の
こ
と
。
今
後
Ｖ
Ｒ
機
器
の
捜

査
も
拡
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

福
岡
県
庁
舎
内
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て

視
察
。
県
庁
１
階
ロ
ビ
ー
の
中
央
ス
ペ
ー

ス
を
開
放
し
て
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
さ

れ
、
県
政
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
実
施
。
県
庁

11
階
を
物
産
観
光
展
示
室
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
、「
福
岡
よ
か
も
ん
ひ
ろ
ば
」
と
し
て

委
託
業
者
が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

11
階
の
展
望
カ
フ
ェ
か
ら
の
見
晴
ら
し
は

最
高
で
、
多
く
の
作
品
展
示
が
あ
り
、
来

庁
者
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
既
存
施
設

の
活
用
例
と
し
て
学
び
が
多
か
っ
た
で
す
。

総
務・警
察
常
任
委
員
会
の
管
外
調
査
で
福
岡
県
へ

Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
団
地
、福
岡
県
警
本
部
Ｖ
Ｒ
技
術
、

福
岡
県
庁
の
県
政
Ｐ
Ｒ
、魅
力
発
信
に
つ
い
て
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府立海洋高校の出前高校生議会に出
席。校則、学校予算、北部の課題に
ついて議員の考えや府の取り組みを
説明して意見交換。積極的な生徒の
皆さんの意識の高さに感動しました。
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「鎌倉殿の13人」スペシャルフォーラム in 八幡

やわたスポーツ
カーニバル

京都府消防操法大会 第27 回全日本女子相撲選手権大会

保育園芋ほり会

新田辺排水機場着工を祝う会令和4年度八幡市文化賞・スポーツ賞

ふれあい・心のステーション 京都府歯科医師連盟デンタルミーティング

日・タイ・カルチャーフェア in 京都2022

福岡県宗像市のUR 都市機構の団地を視察福岡県警が鑑識にVR 技術を導入福岡県庁11 階の福岡よかもんひろば



ら
れ
る
中
、「
産
学
官
連
携
に
よ
る
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」「
子
育
て
は
楽
し

い
も
の
で
あ
る
と
実
感
で
き
る
環
境
づ
く

り
」、
一
人
親
家
庭
の
貧
困
率
が
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、「
さ
ら
な
る
子

育
て
環
境
の
改
善
」
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
保
育
・
教
育
」
で
は
、
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
や
、
私
立
高
校
あ
ん
し
ん
修

学
支
援
事
業
の
拡
充
な
ど
、
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
課
題
は
、

教
育
費
や
医
療
費
の
負
担
感
が
大
き
い
と

言
わ
れ
る
中
、「
高
等
教
育
や
子
ど
も
の
医

療
費
に
係
る
負
担
の
軽
減
」、
ま
た
発
達
障

害
児
に
対
す
る
早
い
段
階
で
の
支
援
が
求

め
ら
れ
る
中
、「
早
期
発
見
・
早
期
療
育
の

強
化
」
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す

る
新
た
な
ア
イ
デ
ア
を
実
行
に
移
す
た
め

の
議
論
を
有
識
者
の
方
々
と
も
行
い
、
新

た
な
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
総
合
計
画
の
策

定
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

少
子
化
が
進
む
中
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
や
子
ど
も
を
守
る
取
組
は
非
常
に

重
要
で
あ
り
、
全
国
的
に
通
学
路
の
安
全

確
保
、
児
童
虐
待
防
止
、
自
殺
防
止
等
へ

の
取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
京
都
府
の

取
組
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

通
学
路
の
安
全
対
策
は
府
内
の
中
学
生

以
下
の
登
下
校
中
に
お
け
る
交
通
事
故
死

傷
者
数
は
、
平
成
24
年
の
１
１
７
人
に
比

べ
、
令
和
３
年
に
は
50
人
と
大
き
く
減
少

し
て
い
る
も
の
の
、
痛
ま
し
い
事
故
の
根

絶
に
向
け
、
対
策
を
継
続
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
各
市
町
村
に
お
い
て
策
定

し
た
、
通
学
路
を
点
検
し
、
安
全
対
策
を

検
討
・
実
施
す
る
「
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
く
取
組
な
ど
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
府
の
児
童
相
談
所
へ
の
虐

待
通
告
件
数
に
つ
い
て
、
令
和
３
年
度
は

２
５
７
６
件
と
過
去
最
高
を
更
新
す
る
中
、

児
童
福
祉
司
等
を
34
名
増
員
す
る
な
ど
、

体
制
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
の
不
安
や
悩
み
を
気

軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
も

開
始
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

自
殺
対
策
に
つ
い
て
、
20
歳
未
満
の
自

殺
者
数
が
平
成
30
年
以
降
増
加
傾
向
に
あ

り
、
子
ど
も
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
身
近
な
人
に
相
談
す
る
こ

役
割
分
担
、
費
用
分
担
な
ど
、
災
害
時
の

対
応
に
必
要
な
ル
ー
ル
を
定
め
て
お
り
、

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に
は
、
常
設
の
セ

ン
タ
ー
と
同
様
、
迅
速
に
設
置
・
運
営
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

京
都
府
は
市
町
村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
と
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な

ど
、
平
時
か
ら
の
備
え
や
関
係
者
の
顔
の

見
え
る
関
係
づ
く
り
を
支
援
し
、
全
て
の

市
町
村
セ
ン
タ
ー
が
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

大
規
模
災
害
時
に
は
、
人
的
支
援
だ
け

で
な
く
、
食
料
や
水
等
の
生
活
支
援
物
資

供
給
も
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
京
都
府
の

備
蓄
、
生
活
支
援
物
資
の
輸
送
に
係
る
体

制
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
危
機
管
理
監
】

　

京
都
府
で
は
、
府
内
最
大
の
被
災
が
予

測
さ
れ
る
花
折
断
層
帯
地
震
を
想
定
し
、

食
料
品
や
毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
、
衛
生
用

品
な
ど
の
重
点
備
蓄
品
目
28
万
人
分
を
市

町
村
と
分
担
し
、
総
合
庁
舎
や
サ
ン
ガ
ス

タ
ジ
ア
ム
な
ど
府
内
11
箇
所
の
倉
庫
に
備

蓄
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
町
村
が
備
蓄
・
調
達
す
る
重

点
備
蓄
品
目
以
外
の
支
援
物
資
に
つ
い
て
、

不
足
す
る
場
合
は
、
京
都
府
が
市
町
村
間

の
融
通
調
整
、
民
間
流
通
団
体
と
の
協
定

に
基
づ
く
調
達
な
ど
で
支
援
を
行
い
ま
す
。　
　

　

備
蓄
品
の
配
送
は
、
京
都
府
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
備
蓄
物
資
の
優
先
輸
送
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
迅
速
か
つ
的
確
に
被
災

と
の
大
切
さ
な
ど
を
啓
発
す
る
出
前
授
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生
徒
が
抱

え
る
悩
み
や
不
安
を
相
談
で
き
る
よ
う
、

学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配

置
や
24
時
間
電
話
相
談
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
子
ど
も
が
家
族
や
地
域
の

人
と
の
絆
の
中
で
大
切
に
さ
れ
、
心
身
と

も
に
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
の
命
・
安
全
を
守
る
取
組
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
へ
輸
送
で
き
る
体
制
を
確
保
し
て
い
ま

す
。
９
月
４
日
の
総
合
防
災
訓
練
で
は
、

物
資
供
給
を
一
元
管
理
す
る
「
物
資
調
達
・

輸
送
調
整
等
支
援
シ
ス
テ
ム
」
と
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
よ
る
物
資
輸
送
と
の
連
携
訓
練

を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と
も
、
市

町
村
や
関
西
広
域
連
合
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
、
大
規
模
災
害
に
備
え
た
物
資
供
給

体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
と
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
活
動
に
は
様
々
な
対
策
や
環
境
整
備

が
必
要
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
や
支
援
で
、
迅
速

な
活
動
を
可
能
と
す
る
取
組
は
検
討
し
て

い
ま
す
か
。
府
内
の
市
町
村
が
設
置
す
る

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
常
設

設
置
と
協
定
に
よ
る
設
置
が
存
在
し
ま
す
。

迅
速
な
対
応
に
違
い
が
生
じ
ま
せ
ん
か
。

【
健
康
福
祉
部
長
】

　

京
都
府
は
社
会
福
祉
協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
連
携
し
、
平
成

17
年
に
京
都
府
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

育
成
や
災
害
時
の
活
動
支
援
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
や
活
動
を
迅
速
か
つ

適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
方
法
や

感
染
発
生
時
の
対
応
等
を
取
り
ま
と
め
た

手
引
き
を
作
成
し
て
関
係
者
に
周
知
し
、

マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体
温
計
等
、
感
染
対

策
に
必
要
な
資
機
材
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
。　

　

現
在
、
全
て
の
市
町
村
に
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
、
平
時
か

ら
常
設
さ
れ
て
い
る
も
の
が
17
市
町
村
、

協
定
に
基
づ
き
災
害
発
生
時
に
設
置
さ
れ

る
も
の
が
９
市
町
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

市
町
村
と
社
会
福
祉
協
議
会
が
協
議

し
、
セ
ン
タ
ー
が
行
う
業
務
や
各
機
関
の

保
育
・
教
育
、
就
労
に
至
る
ま
で
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

各
段
階
の
課
題
に
つ
い
て
「
出
会
い
・

結
婚
」
で
は
、
き
ょ
う
と
婚
活
応
援
セ
ン

タ
ー
事
業
に
よ
り
、
約
７
年
間
で
９
０
０

組
近
く
が
成
婚
さ
れ
ま
し
た
。
課
題
は
、

出
会
い
や
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
が
多
様
化
す
る

中
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
婚
活

支
援
の
展
開
」「
官
民
連
携
に
よ
る
出
会
い

の
場
の
多
様
化
」「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
教
育

の
強
化
」
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
「
妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
」
で
は
市
町
村

の
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
整

備
を
支
援
し
、
25
市
町
村
で
設
置
さ
れ
た

ほ
か「
Ｗ
Ｅ
ラ
ブ
赤
ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
取
組
な
ど
、
子
育
て
に
や
さ
し
い
風
土

づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
課

題
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
慣
れ
親
し
ん
だ

子
育
て
世
代
に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
が
求
め

営
な
ど
の
人
材
を
幅
広
く
育
成
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
令
和
３
年
度
に
認
知
度
向

上
の
た
め
の
体
験
会
、
選
手
育
成
の
た
め
の

競
技
力
向
上
、
大
会
運
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習

得
等
の
た
め
の
講
座
を
開
催
し
、
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
普
及
と
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム
の
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
積
極
的
に
活
用
し
、
大

規
模
な
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
選
手
や
大
会
運
営
な
ど
の
競
技
環

境
を
支
え
る
人
材
の
育
成
を
通
じ
て
、「
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
の
聖
地
・
京
都
」
を
目
指
し
ま
す
。

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

令
和
元
年
９
月
に
「
京
都
府
子
育
て
環

境
日
本
一
推
進
戦
略
」
を
策
定
し
、出
会
い・

結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
、
保
育
・

教
育
、
就
労
に
至
る
総
合
的
な
子
育
て
支

援
体
制
を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
「
京
都

府
少
子
化
対
策
基
本
計
画
」
を
改
定
し
、

子
育
て
支
援
や
少
子
化
対
策
に
関
連
す
る

他
分
野
の
計
画
等
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

オ
ー
ル
京
都
で
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
京
都
府
子
育
て
環
境
日
本
一
推
進
戦
略
」

の
策
定
や
「
京
都
府
少
子
化
対
策
基
本
計

画
」
の
改
定
で
、
婚
姻
数
や
出
生
数
に
ど

の
よ
う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、

出
会
い
か
ら
就
労
ま
で
様
々
な
支
援
策
が

講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
各
段
階
で
ど
の

よ
う
な
成
果
や
課
題
が
あ
り
ま
す
か
。

【
西
脇
隆
俊
知
事
】

　

京
都
府
の
令
和
３
年
の
出
生
数
は
、
対

前
年
６
２
２
人
減
少
の
１
万
５
８
１
８
人

と
な
り
、
婚
姻
件
数
も
１
５
６
８
件
減

少
の
９
４
１
７
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
で
25
歳
〜
39
歳
の
女
性
の
未
婚
率

【
田
島
祥
充
府
議
会
議
員
】

　

サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム 

ｂ
ｙ 

Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ａ
に
Ｖ
Ｒ
・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
ゾ
ー
ン
「
Ｓ
Ｋ

Ｙ–

Ｆ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｄ
」
の
利
用
状
況
は
ど
う
で

す
か
。
国
際
大
会
や
全
国
大
会
の
開
催
に

向
け
、
ど
ん
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

世
界
と
比
べ
て
、
競
技
人
口
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

に
携
わ
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
ど

の
よ
う
に
人
材
育
成
等
を
進
め
ま
す
か
。

【
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
施
設
休
止
等
の
影

響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
一
般
利
用
、
小
・
中

学
生
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
、
地

元
大
学
生
グ
ル
ー
プ
の
練
習
会
・
交
流
会
、

大
会
の
開
催
等
で
、
令
和
３
年
度
は
延
べ

１
１
６
０
人
の
方
が
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
競
技
環

境
整
備
事
業
」
で
民
間
団
体
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ

大
会
を
支
援
し
て
お
り
、
令
和
３
年
度
に

「
京
都
ロ
ケ
ッ
ト
リ
ー
グ
全
国
オ
ー
プ
ン
大

会
」
を
開
催
し
、
亀
岡
市
主
催
の
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
大
会
も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
国

内
外
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
に
働
き
か
け
、

大
会
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
は
、
選
手
や
大
会
運

は
、
全
国
で
上
昇
が
続
く
な
か
、
京
都
府

は
令
和
２
年
の
国
勢
調
査
で
減
少
に
転
じ

て
い
ま
す
。

　

京
都
府
で
は
「
子
育
て
環
境
日
本
一
」

を
府
政
の
最
重
要
課
題
に
位
置
付
け
、
出

会
い
・
結
婚
か
ら
妊
娠
・
出
産
、
子
育
て
、

婚
活
事
業
で
、７
年
間
で
９
０
０
組
近
く
が
成
婚
。

「
Ｗ
Ｅ
ラ
ブ
赤
ち
ゃ
ん
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
実
施
や

就
学
支
援
事
業
拡
充
な
ど
の
経
済
負
担
軽
減
も

登
下
校
中
の
交
通
事
故
死
傷
数
は
大
き
く
減
少
。

虐
待
通
告
数
は
２
５
７
６
件
で
児
童
福
祉
司
を
増
員
。

24
時
間
電
話
相
談
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
で
悩
み
や
不
安
を
解
消

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
や
災
害
時
の
活
動
支
援
。

市
町
村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携

少
子
化
対
策
に
つ
い
て

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

サ
ン
ガ
ス
タ
ジ
ア
ム
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
利
用
状
況
は
？　

人
材
育
成
や
振
興
へ
の
取
り
組
み
は
？

田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員田島よしみつ活動報告紙京都府議会議員

一般質問
令和４年９月22日

令和４年９月定例会

京都府総合防災訓練の様子

サンガスタジアム４F にある「ｅスポーツゾーン」


